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■ＣＯＮＴＥＮＴＳ■
★職員進路研修職場ルポPart１～卒業後の姿・社会のモノサシに触れる実践～
株式会社ＬＩＸＩＬ有明工場（長洲町） ＮＰＯ法人がまだすサポート（長洲町）

職員進路研修 職場ルポPart１
～卒業後の姿・社会のﾓﾉｻｼに触れる実践～

毎年夏季休業中に全職員で卒業生の進路先を回り、社会で活躍する卒業

生の姿に触れる研修を実施しています。教職員一人一人が

卒業生の動向を確認し、卒業生の成長や課題から、学校卒

業後必要になる力（社会のモノサシ）を学びます。それら

の力を教育でどう指導していくかを考えることで、現行カ

リキュラムの改善意識につなげることが出来ます。

本年度も５つのグループに分かれて１０の進路先を回り

ました。今回から５回シリーズで研修の様子をお伝えします。

■（株）ＬＩＸＩＬ有明工場
世界企業LIXILの西日本生産拠点

である有明工場は長洲町名石浜工業
団地にあります。訪問当日は丁寧な
会社説明、工場見学、卒業生インタ
ビュー等充実した研修の機会をいた
だきました。
社会人として長く安定して働き続

けるには、同僚からの理解と自然な
形でのサポートが欠かせません。
LIXIL有明工場では、卒業生一人

一人に寄り添った支援を実現されて
おり、日々の目標設定や振り返り、
定期的な面談等でのコミュニケーシ

ョンを大切にしておられました。
そうすることで卒業生達は、自分

の強みを生かした仕事内容にやりが

「卒業生Ｈさんを囲んで」

いをもち、いきいきと働くことがで
きるように支援を受けていました。
また、会社での課題を、本校職員

からの助言を元に改善している事例
も聞きました。学校と会社の連携の
重要性を実感し、卒業後のよりよい
就労生活を支える追指導（フォロー
アップ）を、計画的に実施していく
意義を再認識できしました。

■ＮＰＯ法人がまだすサポート
NPO法人がまだすサポートは、有

明県域でいち早く活動されてきた就
労継続支援Ａ型事業所です。
県道501号線沿いにある店舗「コ

コキッチン」を拠点としたパン・惣
菜の販売活動をはじめ、室内軽作業、
公共施設や病院等の環境整備・清掃
などの請負作業と多岐にわたる仕事
をされています。
訪問時は、販売・接客や、室内軽

作業の様子を見学しました。
卒業生のＴさんが、持ち前の明る

さと人柄を生かした接客で、お客様
一人ひとりに「おすすめ」を提案し、
楽しみながら働く姿が印象的でし
た。職場ではムードメーカーとなっ
ており、明るく大きな挨拶、一生懸
命な姿によって周囲の信頼を得られ
ているとのことでした。

「おすすめは、、、。」

職場で聞きました！
～卒後までに育ててほしい力～
★作業が自分の給料につながるこ
との理解。

★仕事に対する向上心や責任感、
お客様目線で仕事ができる力。

★社員との協力ができる協調性、
安全意識、危機管理能力。

★笑顔でコミュニケーションを図
り、大きな声で挨拶ができる力。

～働く卒業生の姿から感じたこと～
仕事に対するやりがいをもち、い

きいき働く姿が印象的でした。
この姿から、学校生活や家庭生活

で心がけるべきことを自分なりに考
えてみました。「役割をもった生活
の準備。」「よい目標を持たせるこ
と。」「向上心を育むこと。」「自分
ができること、やるべきことを理解
して取り組めるようにすること。」
です。
また、卒業生の皆さんがいずれも

愛される存在になっていることか
ら、「人柄の大切さ」「笑顔の大切さ」
「コミュニケーションの大切さ」に
も気づかされました。

編集後記
「職場では、本人の今ある力を伸
ばすことはできても、新たによさ
や可能性を発見することは難し
い。」と会社の方から伺いました。
ということは、在学中に児童生

徒のたくさんの可能性を引き出
し、つないでいく必要があると強
く心に感じました。（小学部 井上）


